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霞城観桜会
　山形城跡・霞城公園は、約1,500 本の
桜が咲き誇る市内随一の花見の名所です。
今年も優雅な桜のうたげが開催されます。
◆ 桜のライトアップ
　 桜の咲き始め～散り始め
　 午後６時～９時30分（公園内）
　 午後６時～10時（公園東側お堀沿い）

時

特集
・元気で活力のある選ばれるまちの実現を目指して
・４月から市の組織が変わります
・令和７年度当初予算

・危険な盛り土などを規制する取り組みを開始します
・山形市コミュニティサイクルの愛称「ベニちゃり」に決定

くらし

※その他のイベントについて
　詳しくは、市ホームページへ。

馬見ケ崎さくらライン ライトアップ

時

　桜のトンネルが鮮やかに浮かび上がり、
あでやかな空間をつくり出します。
　桜の咲き始め～散り始め
　午後６時30分～９時
   観光戦略課　☎内線424問

各イベントの開催時期など最新情報は
市ホームページをご確認ください。



　山形市では、市民が将来に希望を持ちながら心豊かに暮らすことができる、元気で活力のある選ばれるま
ちを実現するため、今年度から５カ年のまちづくりの展望を示す市の最上位の計画「山形市発展計画2030」
を３月に策定しました。
　社会を取り巻く状況が劇的に変化し続けている中では、目の前の課題だけにとらわれることなく、長期的
な視点を持って進むべき未来の方向性を定める必要があります。
　本計画は、社会環境の大きな転換点となる令和22（2040）年の日本の状況、山形市の状況を展望した上で、
ゴールとなるべきまちの姿をしっかりと描き、現時点から取り組むべきことを考えるバックキャスティング
の視点を持って策定しました。今後も 「健康医療先進都市・文化創造都市」の都市ブランドの確立に向けて、
市民・事業者・行政が一体となり山形市が持つ強みを活

い

かした取り組みを進めていきます。
　今号では、山形市が目指すまちの姿やその実現に向けた具体的な取り組みと併せて、本計画を推進するた
めの組織改正と令和７年度当初予算の概要をご紹介します。

〈山形市の強み：全国でも類いまれな豊富な文化芸術資源〉
・ 山形国際ドキュメンタリー映画祭や山形交響楽団など、身近に世界・全国クラスの文化芸術を体験できる環境

があります
・ 音楽、美術、文学、食、伝統工芸、茶道、華道、書道など、先人から受け継ぎ育まれてきた多彩で豊かな文化

があります
・全国でも数少ない芸術系大学である東北芸術工科大学があります
・全国で11都市のみのユネスコ創造都市ネットワークへの加盟認定を受けています　　など
〈2040年のまちの姿〉
・先人から受け継ぎ育まれてきた多彩で豊かな文化を継承する担い手が育っています
・ 歴史や文化を活かしたまちになることで、市民が歴史や文化に誇りを持ち、文化活動や文化から新しい価値を

生み出す活動が活性化しています
・山形市にクリエイティブな人材や企業を誘致することで、企業活動に創造性が活かされ、産業の振興が図られています

文化創造都市

　このイラストは、山形市のほんの少し先の未来の様
子を表しています。例えば、すごく天気のいい日にま
ちを散歩する人、体を動かしてリフレッシュしている
人、野外の映画上映会を鑑賞する人、まちなかで音楽
会を楽しむ人でまちがにぎわっている。健康医療先進
都市と文化創造都市を確立した先には、そんな日常が
いつもの風景になっているかもしれません。
　そのほかにも、無人運転のバスなどがまちを走り、
屋上庭園でのんびり過ごせる建物が増え、国籍・性別・
年齢に関わらず、暮らす人と訪れる人の誰もがより快
適に過ごせるまちをイメージして描きました。
　また、イエローを基調とした配色は、山形市の、そ
して山形市民一人一人の明るい未来への希望を込めて
います。

山形市の明るい未来を描きました
地域おこし協力隊　髙安 恭介

「山形市発展計画2030」について詳しくは、市ホームページへ。
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�問　 企画調整課　☎内線213

元気で活力のある
選ばれるまちの実現を目指して
～山形市発展計画2030を策定しました～

地域資源を活かした都市ブランドの確立

〈山形市の強み：豊富な健康医療資源〉
・全国にわずか82しかない大学医学部・医科大学があります
・北海道・東北で唯一の重粒子線がん治療施設があります
・全国的に医療崩壊が心配されているなか、人口当たりの病院・診療所数が多い状況です　　など

〈2040年のまちの姿〉
・�「S

ス ク ス ク

UKSK生活※」が浸透したことで、市民の自発的な健康づくり活動が促進され、年齢を重ねても生き生きと生
活する人が増加し、健康寿命がさらに延伸しています
・中心市街地の回遊性が向上するなど「歩くほど幸せになるまち」が確立しています
・�医療機関や研究機関、企業などとの連携により、健康医療産業が活性化し、山形市に暮らす人、訪ねる人、関
わる人が自然と健康になるまちづくりが進んでいます

※�食事（Ｓ）運動（Ｕ）休養（Ｋ）社会参加（Ｓ）禁煙・受動喫煙防止（Ｋ）に留意すること。

健康医療先進都市
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＜今後５年間の施策の方向性＞
①�高齢者や学生などが、日常生活での買い物や通学などに支
障を来すことがないよう公共交通を整備します。
②�市民のさまざまな移動ニーズに対してきめ細やかに対応す
る持続可能な公共交通ネットワークの構築を図ります。
③�山形県や村山地域の他の市町、仙山圏の広域公共交通の充
実を図ります。

＜令和７年度の主な取り組み＞
　市街地南部の重要な交通結節点となる新駅の設置に向け、
駅や広場の規模、機能などについて、さらなる検討を進めます。

＜今後５年間の施策の方向性＞
①�歴史や文化を活

い

かした山形市の魅力あふれるまちづくりを
推進し、中心市街地に新たな投資や人の流れをつくり、に
ぎわいを生み出します。
②�山形市中心市街地グランドデザインに掲げる「歩くほど幸
せになるまち」の実現を目指し、魅力あるまちなみを整備
します。
③�まちなかの道路を含む公共空間の歩きやすさ、居心地の良
さを向上させます。

＜令和７年度の主な取り組み＞
・�七日町において、「粋な町七日町」をコンセプトとして、料
亭文化や御

ご

殿
て ん

堰
ぜ き

を活用した風情ある空間を生み出し、景観
性の高いまちなみとまちなかの回遊性の向上を目指した街
区整備に引き続き取り組みます。
・�旧千歳館エリア・リノベーション事業と一体となって（仮称）
花小路公園を整備し、公園空白区域の解消とまちなかのに
ぎわいを創出します。

　「健康医療先進都市」「文化創造都市」の２大ビジョンの
下、３つのテーマとそれを支える行政経営に19の政策分野
を位置付け、令和22（2040）年のまちの姿の実現に向
けた施策を推進していきます。

＜今後５年間の施策の方向性＞
�①�住む人・訪れる人・働く人の誰もが思わず歩いて滞在した
くなるような魅力ある空間をつくります。
②�市民の安全・安心や利便性の確保、交通の円滑化などを図
る道路網を整備します。
③�公園の利用者へのサービス向上と持続可能な公園の整備を
行います。
④�誰もが安心して住み続けられる良好な住環境の構築と住ま
いの確保に取り組みます。
⑤�水道・下水道事業の安定経営に向けて、施設の更新費用の
縮減や維持管理などの効率化を図ります。

＜令和７年度の主な取り組み＞
　山寺の魅力向上に資する景観形成や冬期間の交通安全の確
保、災害時の電柱倒壊による被害を防止するため、無電柱化
事業を推進します。

「まち」・「ひと」・「しごと」
公共交通が
全てを繋

つ な

ぐまち

歩くほど幸せになるまち 誰もが安全に安心して、
心地よく快適に住み
続けられるまち

公共交通

中心市街地 都市整備

政策を推進する
３つのテーマと行政経営

　「ひと」が生涯を通して安全・安心な環境の中で、生き生
きと健やかに暮らすことができる「まち」、そして「しごと」
の基盤となる「まち」をつくります。

まちをつくる

　「まち」に磨きをかけ、さらに魅力を付け加え、世代を超
えて循環させていくため、「まち」を担う「ひと」を育みます。

ひとを育む

　「ひと」の定着、「ひと」の流れの創出、そして「まち」の
活力を高めるため、「まち」に集積するあらゆる産業や経済
の活性化、魅力ある質の高い雇用を生み出すなど、「しごと」
を豊かにします。

しごとを豊かにする

　持続可能なまち、選ばれるまちの実現に向けて、「まち」「ひ
と」「しごと」の政策分野を支え、未来へつなげる行政経営
を行います。

未来へつなげる行政経営　　　　　

テーマ

テーマ

テーマ

山形駅東口駅前広場～交通軸・交通連節点の整備～

粋七エリア整備事業（CGイメージ）
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＜今後５年間の施策の方向性＞
①�地域住民目線による地域課題の解決と地域住民の自主的な
まちづくりを支援し、市民が積極的に地域活動を行うこと
ができるよう、地域コミュニティ拠点の充実を図ります。
②�地域課題の解決に向けて、市民活動団体の円滑な運営や事
業展開を支援します。

＜令和７年度の主な取り組み＞
　地域課題の解決や地域コミュニティの活性化を図るため、
市の職員を地域活性化ファシリテーターとして派遣し、地域
住民の自主的な地域づくり活動を支援します。

＜今後５年間の施策の方向性＞
①�防犯対策や熱中症対策、通学路の交通安全対策など、安全・
安心な教育環境を整備します。
②�子どもたちの個性を尊重し、誰もが生き生きと学ぶことが
できる魅力ある学校づくりを推進します。
③�学校・家庭・地域のネットワークを構築し、地域の特色を
活かした学びや体験の機会を提供します。
④�公民館の利活用や部活動支援など、市民の多様な学びのニ
ーズに対応できる環境を構築します。

＜令和７年度の主な取り組み＞
・�学びの質を向上させるため、全ての市立小中学校の音楽室
で電子黒板・学習支援ソフトが活用可能となるよう、無線
LANを整備し、教育の情報化を推進します。
・�市立小中学校の児童生徒が現在使用しているタブレットを
高機能タブレットに更新します。

＜今後５年間の施策の方向性＞
①�建物の耐震化の促進や、大雨時の浸水被害軽減対策の推進、
雪対策などを図り災害に強いまちをつくります。
②多様なニーズに対応した避難所・避難場所を整備します。
③�自主防災組織の組織率向上と活動充実に向けた支援を行い、
地域防災力のさらなる強化を図ります。

＜令和７年度の主な取り組み＞
・�水防法の改正により新たに洪水浸水想定区域が追加された
ため、洪水時に迅速かつ円滑に避難できるよう、洪水ハザ
ードマップを改訂します。
・�安全・安心な生活を確保する災害活動拠点として、移転
建て替えを行っている東消防署蔵王温泉出張所について、
2025年11月の開所に向け、引き続き外構工事を行います。

＜今後５年間の施策の方向性＞
①�脱炭素社会の実現に向けて、地球温暖化対策を加速させま
す。
②�さらなるごみの減量と再資源化を進め、循環型社会を推進
します。
③�自然と共生する社会を実現するため、豊かな自然環境を保
全し、多様な生物の生息環境・生育環境を保ちます。
④�公園や緑地などの整備に加え、市街地の緑化や親水空間の
保全を進め、うるおいのあるまちづくりを推進します。

＜令和７年度の主な取り組み＞
　非FIT型太陽光発電設備や省エネ効果に優れた設備の導入、
建築物の遮熱・断熱対策に対し、引き続き補助を行います。

市民や地域の
コミュニティが
活発なまち

豊かな学びや体験を得て、
質の高い教育を
受けることのできるまち

防災はみんなの力、
安全はみんなの笑顔、
安全・安心の絆で
つながるまち

一人ひとりが限りある
資源を大切にする循環型
の自然豊かな美しいまち

コミュニティ

教育

防災

環境

電子黒板を活用した授業風景
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＜今後５年間の施策の方向性＞
①�S

ス ク ス ク

UKSK生活を推進し、健康寿命の延伸を図ります。
②�各種データを活用し、根拠に基づく生活習慣病の予防促進
を図ります。
③�女性特有のさまざまな健康問題について、気軽に相談でき
る環境をつくります。
④�自殺対策の取り組みや心の教育の推進など市民の心の健康
の保持・増進を図ります。
⑤�食品営業施設や公衆浴場・旅館業などの監視・衛生指導の
実施により、食の安全・安心、衛生的な環境の整備を図ります。

＜令和７年度の主な取り組み＞
・�「SUKSK生活」を引き続き推進するとともに、事業所の健
康経営をさらに推進するため、セミナーやワークショップ
を新たに実施します。
・�上山市、山辺町と連携し、新広域斎場の整備に向けて、建
設候補地の現地測量、基本計画の策定を行います。

＜今後５年間の施策の方向性＞
①�子ども・高齢者・障がい者など全ての人々が役割を持って、
地域、暮らし、生きがいを共につくり支え合う「地域共生
社会」の実現に向けて取り組みます。
②�介護福祉人材の確保に向けて、離職防止・生産性向上など
に総合的に取り組みます。
③�個々のニーズに応じたきめ細かい支援、各サービスの提供
体制の整備など障がい福祉の充実を図ります。
④�高齢者自身の生きがいと健康づくり、多様な移動手段の確
保、地域包括ケアシステムの深化に向けた取り組みを推進し、
高齢者福祉の充実を図ります。
⑤�市営住宅の空き室の改修や民間住宅の空き家などの活用に
よって安心して暮らせる住環境の充実に取り組みます。

＜令和７年度の主な取り組み＞
　高齢者の外出機会の確保・拡大を支援するため、タクシー
を活用した買い物や通院などの移動支援地区を拡大して、地
域団体による主体的な活動となるよう支援します。

＜今後５年間の施策の方向性＞
①�結婚に向けた出会いや経済的支援、包括的な相談支援、妊
婦健康診査、産後ケア事業の実施など結婚・妊娠・出産・
育児までの切れ目のない支援を推進します。
②�保育士の確保や保育施設の整備・改修、経済的負担の軽減、
住宅の確保など、安心して子育てできる環境づくりを進め
ます。
③�地域社会全体で子どもと子育て世帯を支援する環境づくり、
子育てサロンの運営支援、子育て支援センターの運営の推
進などに取り組みます。

＜令和７年度の主な取り組み＞
　18歳までの医療費無償化に引き続き取り組むとともに、市
営住宅の空室を活用した子育て対応住宅への改修に着手し、
子どもを産み育てやすい住環境の整備に取り組みます。

＜今後５年間の施策の方向性＞
①�健診や検診の受診促進、治療と仕事の両立支援、医療・介護
などの関係機関の連携促進など医療体制の充実を図ります。
②�各種予防接種や検査・健診などの充実、市民や施設職員など
を対象とした研修会の開催など感染症の予防を促進します。
③�救急車に救急救命士が複数名搭乗するなどの救急搬送体制
の強化、救急医療情報共有システムによる救急業務の効率
化などを推進します。
④�質の高い医療環境を提供するとともに、災害や新興感染症
などにも適切に対応できる機能を有した市立病院済生館の
整備を進めます。

＜令和７年度の主な取り組み＞
　高齢者などを
対象としたイン
フルエンザなど
の予防接種料金
を引き続き助成
するとともに、新
たに高齢者帯状
疱
ほう

疹
し ん

予防接種料
金の助成を実施
します。

誰もが健康で
生きがいと役割を持って、
地域の中でいきいきと
暮らすまち

困っている人、悩んで
いる人を誰もほっとかない
ホッとするまち
HOTなまち

こどもの笑顔が
未来をつくる、
子育てが楽しいまち

安心して医療が
受けられる
暮らしやすいまち

健康

福祉

こども

医療

救急医療情報共有システムを活用した現場活動未来創造ワークショップ
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＜今後５年間の施策の方向性＞
①�市民の誰もが幅広くスポーツに親しみ、健康な体づくりを
より効果的に行える環境を整備します。
②�プロスポーツチームとの連携や山形まるごとマラソンやス
キージャンプ大会の開催などを通じて、地域交流の拡大と
活性化を図ります。
③�生涯スポーツの普及啓発や山形市民スポーツフェスタの開
催を通して、市民の生涯スポーツの推進や健康増進を図り
ます。

＜令和７年度の主な取り組み＞
　県・市共同スポーツ施設整備に向け、県と共同で施設の規模・
機能、民間の資金や技術力などの導入可能性について検討を
行います。

＜今後５年間の施策の方向性＞
①�農業や伝統工芸、歴史、文化に触れる体験など、地域の特
性を活

い

かし、多様なニーズに対応した観光振興を図ります。
②�日本一の観光案内所を拠点に、山形市を訪れる方へホスピ
タリティのある対応とサービスを展開するとともに、観光
DXの推進など利便性向上に向けた基盤整備を進めます。
③�欧米豪を中心とした富裕層の誘客を推進します。

＜令和７年度の主な取り組み＞
・�日本一の観光案内所の整備に向けて基本計画を策定すると
ともに、日本一の観光案内所が備えるべき機能について、
引き続き研究・開発を行います。
・�国登録有形文化財である旧千歳館を保持し、市街地（まち
なか）観光の拠点施設として活用するため、建物の改修工
事に着手します。

＜今後５年間の施策の方向性＞
①�文化鑑賞・体験の機会の充実を図り、創造的活動の担い手
の育成と支援を行います。
②�貴重な文化財を後世に継承するため、適切に保存し、地域
振興や地域観光の資源として有効活用します。
③�文化施設を適切に維持管理し、文化芸術の振興をはじめ地域
課題の解決に資する施設として、新市民会館を整備します。

＜令和７年度の主な取り組み＞
・�創造都市の拠点施設である「やまがたクリエイティブシティセ
ンターQ1」を核として情報発信を行い、新たな価値の創造
に向けて、地元企業との連携や人材育成などを行います。
・�多くの市民が多彩な文化芸術に身近に触れる機会を創出す
るため、「やまがた秋の芸術祭」「やまがた冬の芸術祭」を
引き続き開催します。
・�市民会館整備運営事業では、引き続き基本設計を行い、実
施設計に着手します。

＜今後５年間の施策の方向性＞
①�半導体などの成長産業や地域の多様な産業との連携によっ
て相乗効果を生み出す産業の集積を目指します。
②�地域企業の販路開拓・拡大や人材育成、DXの推進などによ
る生産性の向上、地元大学との連携による付加価値の創造
によって、稼ぐ力の向上から安定的な雇用の確保と地域経
済の活性化を図ります。
③�若者の活躍と人材の確保に向けて、デジタル技術に長けた
人材育成などによる持続可能な企業活動の促進や、事業継
承の支援などによる経営資源の持続的な活用と雇用の維持
を図ります。

＜令和７年度の主な取り組み＞
・�令和８年度の山形北インター産業団地分譲開始に向けて、引
き続き造成工事を実施し、成長産業や地域産業との連携によ
って、相乗効果が期待される産業の集積に取り組みます。
・�中小企業などの売り上
げ増進や販路拡大によ
って、産業の振興と雇
用機会の創出を図るた
め、山形市売上増進支
援センターＹ-bizで引
き続き伴走型の支援を
行います。

スポーツ熱の高い
健康で活気あふれるまち

暮らしと観光がつながり、
何度も訪れたくなる
感動体験を生み出すまち

身近にある
クリエイティブに
出会えるまち

産業の振興と
働きやすさがつなぐ、
未来をひらくまち

スポーツ

観光

文化

商工

未来創造ワークショップ
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＜今後５年間の施策の方向性＞
①�男性の家事・育児などへの参加を促し、性別役割分担意識
の解消やワーク・ライフ・バランスに関する啓発を行います。
②�主体的に活動する女性リーダーを育成するとともに、若年
女性の地元定着を図るなど、さらなる女性の活躍を推進し
ます。
③�多様な性、多様な生き方に対する市民の理解や認識を深め
るため、違いを理解して認め合う意識啓発を行います。

＜令和７年度の主な取り組み＞
　地域で活躍する女性リーダーの育成、企業内における女性
活躍の推進、若年女性の地元定着を促進するため、女性人材
育成プログラムに継続して取り組みます。

＜今後５年間の施策の方向性＞
①�市職員の人材育成・確保として、採用方法の工夫や「自律型
人材」の育成、職員の的確なマネジメントなどを実施します。
②�AIなどのデジタル技術を行政事務や行政手続、各種施策に
おいて効果的に活用し、市民サービスの向上と業務の効率
化を目指します。
③�効果的・効率的な行政経営に向け、効果的な広報広聴活動、
組織編制や定員適正化、事務事業の見直しやデジタルを活
用した業務の効率化、公民連携に取り組みます。
④�将来にわたる財政の健全化を実現するため、公共資産の適
正管理や歳入確保のほか、外郭団体の経営健全化に取り組
みます。

＜令和７年度の主な取り組み＞
・�DXの推進のため、専門知識を持つ人材を登用し、手続のオ
ンライン化、キャッシュレス化などによる市民サービスの
向上と業務の効率化に取り組みます。
・�自分で考え、主体的・能動的に行動できる自律型人材を育
成するため、職員の人事制度の再構築に取り組みます。

＜今後５年間の施策の方向性＞
①�県内最大の消費地を抱える都市近郊型農業の強みを活

い

かし、
マーケットに対応した戦略的な農林業の振興を図ります。
②�ICTの活用や農林業DXの推進、研修施設の設置や第三者継
承を含めた経営継承の体制の確立により多様な担い手の育
成・確保に取り組みます。
③�農業水利施設や林道施設などの整備、長寿命化、水路・農
道などの基礎的な保全管理活動や農村環境の保全活動の支
援など農林業生産基盤の保全整備を図ります。

＜令和７年度の主な取り組み＞
　さくらんぼの生産体制を維持するため、労働力の省力化、
気候変動に対応する新たな生産技術の習得を行うトレーニン
グファームを整備し、担い手の育成や既存の樹園地を継承す
る体制づくりを行います。

＜今後５年間の施策の方向性＞
①�魅力ある地域資源を発信し認知度をさらに高めるとともに、
新たな地域資源の掘り起こしや新たな商品・サービスの開
発などに取り組みます。
②�主に東京圏に居住する方に向けた継続的・戦略的な移住プ
ロモーションを通して、移住・定住・関係人口の拡大を図
ります。
③�友好姉妹都市交流を通じて市民の国際理解を深めながら、
文化・経済交流などを推進していくとともに、在住外国人
の支援の充実を図ります。

＜令和７年度の主な取り組み＞
　古くから根付き築き上げてきた山形市のラーメン文化の魅
力を広く発信し、ラーメンの消費拡大や誘客を促進するラー
メンプロジェクトを引き続き実施します。

性別に関わらず
多様な人材が活躍し、
多様な価値観が尊重されるまち

発展計画を
推進するための
基盤づくり

豊かな自然と
おいしい食を未来につなぐ、
みどりの循環するまち

山形ブランドが確立し、
高いブランド力で
選ばれ続けるまち

男女共同参画

行政

農林

シティ
プロモーション

　本計画とSDGsにおける17のゴールとの関連性を明らかにし、本計
画の推進によりSDGs実現に貢献していきます。
　19の政策にひもづく施策と関連するSDGsについては、本編をご覧
ください。

SDGs(持続可能な開発目標)との関連について

自動操
そ う

舵
だ

システムトラクターと農業用ドローン女性活躍推進に関するパネルディスカッション

8



４月から市の組織が変わります
　市では、「山形市発展計画2030」の施策を推進するとともに、効果的で効率的な行政経営を行うため、令
和７年度の組織体制、課・室・係の名称を一部変更しました。変更があった主なものは以下のとおりです。

①「山形市発展計画2030」の推進に向け、各部における政策立案機能と総合調整機能を強化する。

②�より迅速・的確に業務を遂行していくため、室を再編整備する（室の分割、課内室の課相当組織への格上げ）。
　�課相当組織へ格上げする室：公民連携室、新斎場整備推進室、精神保健・感染症対策室、動物愛護センター、指導監査室、
こども家庭センター、�Y-biz推進室、働きやすさ追求室、日本一の観光案内所整備室、旧千歳館整備室、地籍調査室、新地方
卸売市場整備推進室、検査室、施設建設室、医事業務室、新病院整備準備室、総合学習センター、栄養管理室

�問　 行政経営課　☎内線218

⃝�市立と民間立の保育園業務を一元化することにより、より
適切で持続可能な経営を保持するため「こども未来課」と
「保育育成課」の業務を再編。

令和６年度 令和７年度

こども未来部

こども未来課

保育育成課

こども未来部

こども未来課

保育園

保育園

保育育成課

こども未来部

⃝�ごみ減量に加えて、資源の再利用や再資源化による循環型
社会の形成を推進していくことを明確化するため「ごみ減
量推進課」から「循環型社会推進課」へ課名変更。

環境部

⃝�分掌事務を明確化するため「契約課」から「調達契約課」
へ課名変更。

財政部

⃝�健康医療先進都市の確立に向けて、より強力に政策を実行
し、展開していくことを明確化するため「保健総務課」か
ら「保健政策課」へ課名変更。

健康医療部

⃝�地域福祉を推進し地域共生社会実現を目指すとともに、福
祉分野における将来を見据えた政策を的確かつ戦略的に立
案し実行するため、「生活福祉課」を廃止し「地域共生社
会課」を新設。
⃝�生活保護業務を専任する体制を構築するため、「生活福祉
課」内の「生活支援室」を廃止し「生活支援課」を新設。

令和６年度 令和７年度

福祉推進部

生活福祉課

生活支援室

福祉推進部

【廃止】

【廃止】

地域共生社会課

生活支援課

福祉推進部

共通事項

⃝�新市民会館整備、スポーツ施設整備の業務分担を明確化し、
迅速・的確に業務を遂行していくため「文化スポーツ施設
整備室」を廃止し「新市民会館整備室」と「スポーツ施設
整備室」を新設。

令和６年度 令和７年度

文化スポーツ部 文化スポーツ部

文化スポーツ部

文化スポーツ施設整備室 【廃止】

新市民会館整備室

スポーツ施設整備室

⃝�粋七エリア整備事業や都市計画街路事業の推進に向けた用
地取得の円滑化、工事契約事務のさらなる適正化と効率化、
建設DXを推進するための体制強化を図るため「建設契約課」
を新設。

まちづくり政策部

⃝�学校卒業生や企業の、学校を応援したい気持ちを応援する
仕組みを構築し、さまざまな教育環境の整備に役立てるた
め「企業・卒業生連携室※」を新設。　　��※兼務職員で構成

教育委員会
令和６年度 令和７年度

まちづくり政策部

住宅政策課

まちづくり政策部

住宅政策課

建設契約課

⃝�「日本一の観光案内所」基本構想の策定を受け、整備の具
体化に向けて「日本一の観光案内所準備室」から「日本一
の観光案内所整備室」へ室名変更。

商工観光部

⃝�消防本部内の業務改善と組織の活性化にさらに積極的に取
り組み、職員のモチベーションアップを図るため「K2プ
ロジェクト推進室※」を新設。　　　　　��※兼務職員で構成

消防本部
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新
年
度
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般会計目的別歳出

一般会計の歳入（内訳）

  一般会計当初予算　　 1,055億800万円

臨時財政対策債…普通交付税の代替として、平成13年度から臨時財政対策債の借り入れを行っており、令和７年度末市債残
高の35.7%を占めています。なお、国の地方財政対策を踏まえ、制度創設以来初めて新規発行額をゼロと見込んでいます。

使用料および手数料	14億7,883万円
繰入金	 21億2,366万円	
分担金および負担金	 8億4,350万円
財産収入	 3億3,815万円
寄付金	 20億4,140万円
繰越金	 6億円	

令和３～５年度は決算額、令和６・７年度は当初予算額	一般会計の主な歳入

市税の状況 市債残高（借入金）■	市民税　■	固定資産税　■	都市計画税
■	市たばこ税　■	その他

■	事業分　■	臨時財政対策債

土木費
公園や道路・街
路の整備、市営
住宅の管理など

113億4,948万円

総務費
地域づくりの支
援、文化・スポ
ーツの振興など

106億1,448万円

教育費
教育の充実、学
校の改修など

93億1,047万円

公債費
市債の償還など

90億4,658万円

衛生費
保健所の運営、
各種健康診査や
予防接種など

81億3,336万円

商工費
商工業振興や観
光振興など

66億4,735万円

消防費
消防・救急業務
など

31億6,545万円

民生費
子育て支援、障が
い者・高齢者の福
祉、災害対策など

440億1,220万円

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度

当
初
予
算

当
初
予
算

�問　 
財
政
課　
☎
内
線
２
８
０

（単位：百万円） （単位：百万円）

6年度 7年度5年度4年度3年度 6年度 7年度5年度4年度3年度
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

16,014

15,323

36,41037,068

15,342

16,697

36,505

16,385

35,615

14,246

16,721

15,177

729 794 819 844
1,416 1,502 1,516 1,520

2,503 2,647 2,694 2,709

17,146

15,531

37,757
857
1,475
2,748

40,452

106,971108,213

43,492

64,721

109,692

63,763

107,592

47,559

60,033

45,929

66,519

36,748

102,876

66,128

市税
377億5,700万円

（35.8%）

譲与税・交付金
86億2,674万円

（8.2%）
県支出金
80億5,589万円

（7.6%）

国庫支出金
189億9,924万円

（18.0%）

市債
43億9,860万円

（4.2%）
地方交付税
141億300万円

（13.4%）

諸収入
61億4,199万円

（5.8%）

依存財源
51.4%

自主財源 
48.6%

その他
74億2,554万円

（7.0%）
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一般会計目的別歳出

一般会計の歳出（内訳）

  一般会計当初予算　　 1,055億800万円

【 人  件  費 】 会計年度任用職員の処遇改善などにより、前年度当初予算と比べ
増になっています。

【 扶  助  費 】 自立支援給付費や保育所など運営費、児童手当などがあり、利用
者の増や公定価格の引き上げなどにより、前年度当初予算と比べ
増になっています。

【投資的経費】 主に道路や学校などの公共施設の整備費です。粋七エリア整備事業
や市民会館整備運営事業、出羽小学校プール・屋内運動場など改
築事業の推進などに伴い、前年度当初予算と比べ増になっています。

令和３～５年度は決算額、
令和６・７年度は当初予算額 一般会計の主な歳出

人件費・扶助費・投資的経費 ■ 人件費　■ 扶助費　■ 投資的経費

農林水産業費
農業の振興など

20億1,445万円

議会費
議会の運営など

6億7,071万円

労働費
勤労福祉対策、
雇用対策など

4億8,691万円

災害復旧費
656万円

予備費
5,000万円

会計別当初予算

一般会計

特別会計

公営企業会計

　予算総額は1,055億800万円となり、前年度当初予算に比
べ33億9,000万円、3.3％の増となっています。

歳入
　市税は物価上昇の影響や県内外の経済情勢など、定額減税
の影響を勘案し、前年度比3.7％の増を見込んでいます。
　また、地方交付税は、国の地方財政対策や前年度実績など
を勘案し前年度比16.9％の増を見込んでいます。

歳出
　限られた財源を効率的かつ効果的に活用するため、事業の
見直しによる選択と集中を図り、市民の安全・安心な暮らし
を守っていくために不可欠な行政サービスの水準を確保した
うえで、政策分野の取り組みを推進していきます。

　区画整理事業会計の廃止により８事業会計から７事業会計
となり、総額で501億4,136万9,000円、前年度比1.1％の減
となりました。

　４事業会計の総額で426億7,020万5,000円、前年度比0.3
％の減となりました。
　「水道事業会計」が松原浄水場の機械装置更新工事などの実
施により前年度比1.3％の増、「公共下水道事業会計」が下水
道処理施設改築事業や公共下水道事業広域化検討業務委託終
了などの減により前年度比3.3％の減、「農業集落排水事業会
計」が施設維持管理計画の策定完了などにより前年度比13.0
％の減、「市立病院済生館事業会計」が 人件費、薬品費およ
び新病院整備に係る基本設計業務などの経費の増により前年
度比2.3％の増となっています。

会計名
令和７年度
当初予算額
（単位：千円）

対前年度比
（%）

一 般 会 計  105,508,000  103.3 
特 別 会 計  50,141,369  98.9 
国民健康保険事業会計  21,331,532  97.7 
後期高齢者医療事業会計  4,406,265  98.2 
介 護 保 険 事 業 会 計  23,496,174  100.5 
母 子 父 子 寡 婦 福 祉 
資 金 貸 付 事 業 会 計  56,613  80.7 

財 産 区 会 計  7,105  75.3 
駐 車 場 事 業 会 計  557,930  99.9 
公 設 地 方 卸 売 
市 場 事 業 会 計

 285,750  101.0 

※ 区 画 整 理 事 業 会 計 ー  皆減 
企 業 会 計  42,670,205  99.7 
水 道 事 業 会 計  9,744,367  101.3 
公 共 下 水 道 事 業 会 計  17,026,267  96.7 
農業集落排水事業会計  302,240  87.0 
市立病院済生館事業会計  15,597,331  102.3 
全 会 計  198,319,574  101.4 

※令和６年度末廃止。

（単位：百万円）

6年度 7年度5年度4年度3年度 0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

15,701

28,273

13,832

15,992

26,493

11,955

15,961

25,081

15,638
16,510

23,581

7,911

16,784

25,924

8,680

扶助費
259億2,439万円
（24.5%）

公債費
90億4,633万円
（8.6%）

投資的経費
86億8,010万円
（8.2%）

物件費
183億3,228万円
（17.4%）

補助費など
133億8,356万円
（12.7%）

繰出金
88億5,078万円
（8.4%）

維持補修費
10億3,044万円
（1.0%）

その他
34億7,602万円
（3.3％）

人件費
167億8,410万円
（15.9%）

その他
51.0%

義務的経費
49.0%
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テ
デ
ィ
オ
山
形
ク
ラ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー

の
岡
㟢
建
哉
さ
ん
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　
呼
吸
法
や
発
声
法
を
学
び
な
が
ら
声
を
出

す
こ
と
で
、
最
初
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
参
加
者

の
表
情
も
次
第
に
柔
ら
か
く
な
り
、
生
き
生

き
と
伸
び
の
あ
る
声
が
会
場
に
響
き
ま
し
た
。

易
振
興
機
構
山
形
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
の
古

賀
健
司
所
長
夫
妻
が
市
長
表
敬
さ
れ
ま
し
た
。

　
逸
見
社
長
は
市
長
に
県
内
産
と
同
質
の
ベ

ト
ナ
ム
製
の
花
笠
を
披
露
し
、
東
北
を
代
表

す
る
夏
祭
り
を
守
り
た
い
、
と
山
形
花
笠
ま

つ
り
存
続
へ
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
製
花
笠
で
山
形
花
笠
ま
つ
り
を
存
続

　
山
形
花
笠
ま
つ
り
で
使
用
さ
れ
る
花
笠
の

も
と
と
な
る
菅
笠
の
編
み
手
の
後
継
者
不
足

を
解
決
す
る
た
め
、
ベ
ト
ナ
ム
で
ヤ
シ
の
葉
を

使
っ
た
笠
の
生
産
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
活
動
を
報
告
す
る
た
め
、
２
月
13
日
に
株

式
会
社
尚
美
堂
の
逸
見
良
昭
社
長
と
日
本
貿

り
受
け
た
も
の
で
、
展
示
セ
レ
モ
ニ
ー
で
笠
原

さ
ん
は
「
こ
の
ボ
ー
ル
を
見
て
、
多
く
の
方
に

勇
気
を
も
ら
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
展
示
は
５
月
２
日
ま
で
の
午
前
10
時
～
午

後
３
時
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
貴
重
な
サ

イ
ン
ボ
ー
ル
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　
３
月
３
日
か
ら
、
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー

ル
で
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷

翔
平
選
手
と
山
本
由
伸
選
手
の
直
筆
サ
イ
ン

ボ
ー
ル
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市

内
で
飲
食
店
を
経
営
す
る
笠
原
信
さ
ん
が
、

山
本
選
手
の
専
属
ト
レ
ー
ナ
ー
を
通
じ
て
譲

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
直
筆
サ
イ
ン
ボ
ー
ル
が
市
役
所
に

　
２
月
21
日
に
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
声

磨
き
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
声
を
出

す
こ
と
で
脳
の
活
性
化
、口こ
う
腔く
う
環
境
の
改
善
、

心
身
の
活
性
化
な
ど
健
康
課
題
の
解
決
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
て
、
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
山
内
智
香
子
さ
ん
と
モ
ン

声
の
力
で
心
も
体
も
元
気
に
！
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桃
谷 

萌
愛
さ
ん

山
形
人
権
擁
護

　
　
　
委
員
会
会
長

未
来
を
ひ
ら
くと

も
も

　や

　
　め

　
い 

お
ふ
ろ
ｃ
ａ
ｆ
é
　
ｙ
ｕ
ｓ
ａ 人
企
業

　
た
く
さ
ん
あ
る
山
形
市
の
企
業
の
魅
力
を
、
そ
こ
で
働
く
若
手
社
員
が

生
き
生
き
と
活
躍
す
る
様
子
を
通
じ
て
、
広
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
５－

８
０
７
７
）

桃谷さん企画メニュー「お絵描きほっとここあ」▲
ホイップクリームとマシュマロで蔵王の雪山を表現。

古窯グループ採用　 
アカウント「note」

▲おふろcafé yusa　
ホームページ

▲

　おふろcafé yusaは、黒沢温泉「悠湯の郷　
ゆさ」館内に令和４年にオープンした日帰り
温浴施設です。運営母体である株式会社旅館
古窯を含めた古窯グループは令和５年度には、
観光業界の取り組みの中から創意工夫の見ら
れるものを独自に選び、表彰する、株式会社
旅行新聞社の「日本ツーリズム・オブ・ザ・
イヤー2023」のグランプリを受賞しました。

13 2025.4.1

　
「
旅
館
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
枠
を
超

え
て
、
山
形
の
魅
力
を
発
信
し
、
山
形
の

価
値
を
高
め
る
多
角
的
な
事
業
展
開
に
挑

戦
し
続
け
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
ボ
ト
ム
ア

ッ
プ
を
組
み
合
わ
せ
た
柔
軟
な
組
織
づ
く

り
に
着
手
し
た
結
果
、
若
手
社
員
の
新
し

い
発
想
を
き
っ
か
け
に
「
お
ふ
ろ
ｃ
ａ

ｆ
é 

ｙ
ｕ
ｓ
ａ
」
は
誕
生
し
ま
し
た
。
訪

れ
る
人
が
自
分
ら
し
い
時
間
を
楽
し
め
る

多
彩
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

地
元
は
も
と
よ
り
他
県
か
ら
も
多
く
の
お

客
さ
ま
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
お
ふ
ろ
ｃ
ａ
ｆ
é 

ｙ
ｕ
ｓ
ａ

で
働
く
入
社
２
年
目
の
桃
谷
萌
愛
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
入
社
の
き
っ
か
け
は 

　
小
さ
い
頃
か
ら
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
好
き

で
、
人
を
笑
顔
に
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
業
に

関
わ
り
た
い
と
思
い
就
職
活
動
を
始
め
た

と
こ
ろ
、
就
職
情
報
サ
イ
ト
で
弊
社
の
理

念
で
あ
る
「
今
日
、
こ
の
瞬
間
に
、
最
高

の
山
形
を
。」と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
見
つ
け
、

興
味
が
湧
き
ま
し
た
。
ま
た
、
弊
社
が
運

営
す
る
就
活
生
向
け
社
員
紹
介
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
サ
イ
ト
「
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
」
で
先
輩
社
員

の
生
の
声
に
触
れ
、
入
社
後
の
自
分
の
姿

を
具
体
的
に
想
像
で
き
た
こ
と
が
入
社
の

決
め
手
に
な
り
ま
し
た
。

― 

実
際
に
入
社
し
て
働
き
や
す
い
と
思
う

と
こ
ろ
は

　
社
員
全
員
が
仕
事
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
い
と
こ
ろ
で
す
。

施
設
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
飲
食
メ
ニ
ュ
ー

は
、
季
節
や
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
社
員

み
ん
な
で
企
画
し
、
お
客
さ
ま
に
提
供
し

て
い
ま
す
。
私
が
考
え
た
メ
ニ
ュ
ー
が
お

客
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
時
、
仕
事

に
前
向
き
に
な
れ
ま
す
し
、
次
の
企
画
へ

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
り
ま
す
。

― 

こ
の
会
社
で
働
い
て
良
か
っ
た
と
感
じ

る
こ
と
は

　
若
手
社
員
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
る

企
業
風
土
と
人
材
育
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
り
、
社
員
一
人
一
人
が
企
業
の
成
長
に

貢
献
し
て
い
る
実
感
を
持
て
る
こ
と
で
す
。

弊
社
で
は
入
社
３
年
目
ま
で
の
若
手
を
対

象
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
学
び
、

新
規
事
業
を
企
画
す
る
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
「
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。プ
ロ
グ
ラ
ム
最
終
日
は
、

社
長
や
専
務
な
ど
の
役
員
に
新
規
事
業
を

提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
お
ふ
ろ

ｃ
ａ
ｆ
é 

ｙ
ｕ
ｓ
ａ
も
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
提
案
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
基
に
誕
生

し
ま
し
た
。
私
も
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
新

規
事
業
を
企
画
し
、
発
表
で
き
た
こ
と
は

大
き
な
自
信
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
は

　
外
国
か
ら
の
お
客
さ
ま
が
増
え
て
い
ま

す
の
で
、
外
国
の
方
に
も
親
切
・
丁
寧
に

ご
案
内
で
き
る
よ
う
英
会
話
を
上
達
さ
せ

た
い
で
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
新
し
い
メ

ニ
ュ
ー
開
発
や
新
規
事
業
の
企
画
に
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

社員数 116名
女性社員割合 56％
女性管理職割合 15.3％

令和７年１月末時点



①盛り土で高さが

の崖を生ずるもの

②切土で高さが

の崖を生ずるもの

③盛り土と切土を同時に行い

高さが の崖を

生ずるもの(①、②を除く)

④盛り土で高さが

となるもの（①、③を除く）

⑤盛り土または切土をする

土地の面積が

となるもの（①～④を除く）

⑥最大時に堆積する高さが

かつ面積が となるもの

⑦最大時に堆積する面積が

となるもの

行為 許 可

2m超

500㎡超

区域

宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域

土
地
の
形
質
の
変
更

（
盛
り
土
・
切
土
）

一
時
的
な

土
石
の
堆
積

区域 行為

特
定
盛
土
等
規
制
区
域

土
地
の
形
質
の
変
更

（
盛
り
土
・
切
土
）

一
時
的
な

土
石
の
堆
積

要
件

イ
メ
ー
ジ
図

要
件

イ
メ
ー
ジ
図

要
件

イ
メ
ー
ジ
図

要
件

イ
メ
ー
ジ
図

高さ 盛り土
切土 高さ

切土
盛り土

高さ 盛り土
高さ

（崖を生じないもの）

①盛り土で高さが

の崖を生ずるもの

②切土で高さが

の崖を生ずるもの

③盛り土と切土を同時に行い

高さが の

崖を生ずるもの(①、②を除く)

④盛り土で高さが

となるもの（①、③を除く）

⑤盛り土または切土をする

土地の面積が

となるもの（①～④を除く）

⑥最大時に堆積する高さが

かつ面積が となるもの

⑦最大時に堆積する面積が

となるもの

2m超1m超 2m超 2m超

300㎡超 500㎡超

2m超 5m超5m超 5m超

3,000㎡超

5m超

1,500㎡超

2m超

3,000㎡超

2m超1m超 2m超

500㎡超

2m超

300㎡超 500㎡超

面積

届け出 許 可

高さ 盛り土
切土 高さ

切土
盛り土

高さ 盛り土
高さ

（崖を生じないもの）

高さ

面積 面積

面積

（盛り土または切土のみの場合も含む）

切土

盛り土

高さ

面積

面積

（盛り土または切土のみの場合も含む）

切土

盛り土

危険な盛り土などを規制する取り組みを開始します
　危険な盛り土などによる災害から人命と財産を守るため、宅地造成及び特
定盛土等規制法が令和５年５月26日に施行されたことに伴い、山形市では、
令和７年４月１日に盛り土などの崩落により人命や財産に被害を与える可能
性があるエリアを規制区域に指定しました。
　令和７年４月１日以降に一定規模以上の盛り土、切土または土砂の仮置き
を行う場合は許可または届け出が必要となります。
� ▪問 まちづくり政策課　☎内線521

▲�令和３年７月の静岡県熱海市で発生し
た土石流災害の様子。危険な盛り土な
どによる被害が全国で発生しています。規制対象となる盛り土などの規模

規制対象となる盛り土などへの措置

危険な盛り土などの情報提供を！

盛り土などの維持管理

※ 「崖」とは、地表面が水平面に対し30度を超える角度を成す土地で、硬岩
盤（風化の著しいものを除く）以外のものをいいます。 ※詳しくは、市ホームページへ。

　規制対象の盛り土などには次のような措置が求められます。標識が掲示されていないといった不審な盛り土などを発
見したら、まちづくり政策課へお知らせください。

　全国的に、危険な盛り土などは住民の皆さんからの通報によって発見されることが多いです。
　お住まいの地区や外出先で次のような様子を見かけたら、まちづくり政策課へお知らせください。

　規制区域内では、過去の盛り土なども含めて、土地所有者などが土地を常時安全な状態に維持しなければなりません。
「盛り土の割れ」「地下水の流出」「擁壁の割れ」が見られないか、ご自身の所有地を確認しましょう。

市ホームページで
許可地の一覧を公表

 急な斜面に大量の土砂が 
 積まれている 

工事主が工事現場に
標識を掲示

 盛り土から水が染みだしている・ 
 盛り土が割れている 

工事主が周辺住民に
事前周知

 土砂を積んだ不審な車両が 
 頻繁に出入りしている 

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
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第
10
回
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
『
夢
婚
』

　
結
婚
式
を
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
ご
夫
婦
へ
夢

の
結
婚
式
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

▪申
〈
第
一
次
〉
４
月
30
日
ま
で
、〈
第
二
次
〉

５
月
31
日
ま
で
に
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ

Ａ
Ｔ
Ａ
夢
婚
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で 

※
詳
し
く
は
、
山
形
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
協
議
会
事

務
局
（
☎
６
７
２－

０
３
３
０
）
へ
。

▪問
公
民
連
携
室
（
☎
内
線
２
２
３
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
高
瀬
線
（
紅
花
バ

ス
）
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
変
更

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。 

▪問
公
共
交
通
課
（
☎
内
線
９
２
６
）

ご
案
内

山
形
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
愛

称
「
ベ
ニ
ち
ゃ
り
」
に
決
定

　
１
３
５
１
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
山
形
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
愛
称
が
「
ベ
ニ
ち
ゃ

り
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

▪問
公
共
交
通
課
（
☎
内
線
９
２
６
）

水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
換
え
（
４
月
分
）

▪内
大
字
長
谷
堂
、
大
字
長
谷
堂
漆
房
、
大
字

長
谷
堂
湯
田
、
桧
町
１・４
丁
目

▪問
上
下
水
道
部
業
務
課
（
☎
６
４
５－

１
１
７
７
）

はかりの定期検査
　取引や証明に使用する「はかり」は、２年に一度定期検査を受ける
義務があります。令和７年度は、JR奥羽本線の西側地域を対象に、次
の日程で実施します。

と　　き ところ
４月21日㈪ 午前９時30分～11時 千歳コミュニティセンター
４月21日㈪ 午後１時～２時30分 金井コミュニティセンター
４月22日㈫ 午前９時30分～11時 村木沢コミュニティセンター
４月22日㈫ 午後１時～２時30分 本沢コミュニティセンター
４月23日㈬ 午前９時30分～11時 南沼原コミュニティセンター
４月23日㈬ 午後１時～２時30分 南山形コミュニティセンター
４月24日㈭ 午前９時30分～11時 飯塚コミュニティセンター
４月24日㈭ 午後１時～２時30分 江南公民館
４月25日㈮ 午前９時30分～11時 西部公民館
４月25日㈮ 午後１時～２時30分 霞城公民館
４月28日㈪ 午前９時30分～11時 大郷コミュニティセンター
４月28日㈪ 午後１時～２時30分 出羽コミュニティセンター
４月30日㈬ 午前９時～午後４時 山形県計量協会
５月８日㈭ 午前10時～午後２時30分 公設地方卸売市場
※検査時間のうち、正午～午後１時は除く
▪費 １台につき500円～2,200円程度
※詳しくは、市指定定期検査機関の県計量協会（☎644-9811）へ。
▪問 消費生活センター内市計量検査所　☎647-2201

「
自
生
山
菜
」
放
射
性
物
質
に
注
意

・ 「
自
生
山
菜
」
を
採
取
・
出
荷
さ
れ
る
方
は
、

安
全
性
を
確
認
し
て
か
ら
出
荷
し
て
く
だ
さ

い
。
出
荷
に
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

に
よ
る
通
信
販
売
」
も
含
ま
れ
ま
す
。

・ 

特
に
「
コ
シ
ア
ブ
ラ
」
は
、
過
去
の
基
準
値

を
超
え
る
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
主
検
査
を
徹
底
し
、
安
全
性
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

▪問
森
林
整
備
課
（
☎
内
線
４
５
０
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
・
点
検
を

　
住
宅
火
災
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
火
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
・
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪問
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
６
３
４－
１
１
９
５
）

山
火
事
注
意 

　
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
、
山
火
事
の
発
生
し

や
す
い
季
節
で
す
。
た
ば
こ
や
た
き
火
な
ど
、

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▪問
森
林
整
備
課
（
☎
内
線
４
５
０
）

馬
見
ケ
崎
河
川
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
抽
選
会

（
５
月
分
）

▪時
４
月
10
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～

▪所
市
役
所
９
階
公
園
緑
地
課

▪問
公
園
緑
地
課
（
☎
内
線
７
４
９
） 

松
く
い
虫
・
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
防
除
作
業

▪時
４
月
～
６
月
、
９
月
～
11
月

▪所
市
内
山
林

▪問
森
林
整
備
課
（
☎
内
線
４
５
０
）

野
草
園
無
休
開
園

▪時
４
月
15
日
㈫
～
６
月
15
日
㈰

▪問
野
草
園
（
☎
６
３
４－

４
１
２
０
）

山形市からのお知らせ

15 2025.4.1

山形市からの
お知らせ

山形市役所
〒990-8540 旅篭町2丁目3番25号

☎641-1212（代表）



▪申
〈
募
集
期
間
〉
５
月
26
日
～
30
日
、
７
月

14
日
～
18
日

　
　
〈
申
請
場
所
〉
市
役
所
９
階
９
０
１
会
議
室

※
応
募
が
予
算
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

※
過
去
に
同
事
業
の
補
助
を
受
け
た
住
宅
や
着

手
済
み
の
工
事
は
補
助
対
象
外
。

※
工
事
施
工
者
は
県
内
に
本
店
な
ど
を
有
し
、

市
内
に
事
務
所
な
ど
を
有
す
る
者
。

※
い
ず
れ
も
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
建
築
指
導
課
（
☎
内
線
４
７
６
）

補　
助

野草園 ４月のおすすめ植物
ザゼンソウ（上旬～下旬）

リュウキンカ（上旬～下旬）

自ら発熱し、周りの雪を解
かして芽を出します。

黄色の花のように見えるの
は、花弁状のがく片です。
葉はフキのような丸い形を
しています。

〈入園料の減免〉
　 保育園、幼稚園、学校、公民館、コミュニティセンター、

社会福祉施設の活動の場合、入園料が免除されます。事前
にご連絡ください。

ミズバショウ（上旬～下旬）

カタクリ（中旬～下旬）

約１万株自生する野草園の
シンボルです。

木々の葉が茂る前に花を咲
かせ、夏には姿を消し地中
で過ごす《春植物》のひと
つです。

ホームページ インスタグラム

▲  最新の開花情報を
チェック！

▪問 ☎634-4120

猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
補
助

▪内
〈
補
助
額
〉

　
　
不
妊
手
術
（
メ
ス
）：
上
限
１
万
円

　
　
去
勢
手
術
（
オ
ス
）：
上
限
５
千
円

▪対
〈
対
象
の
猫
〉

　
　
・ 

多
頭
飼
育
崩
壊
や
日
常
的
な
屋
外
飼
養

に
よ
り
近
隣
住
民
か
ら
ふ
ん
尿
被
害
な

ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
飼
い
猫

　
　
・
市
内
に
生
息
す
る
、
飼
い
主
が
い
な
い
猫

　
　
〈
対
象
者
〉

　
　
・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

　
　
・ 

市
内
に
事
務
所
ま
た
は
住
所
を
有
す
る
団
体

▪申
手
術
前
に
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
へ

▪問
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
８
１－

１
２
１
０
）

令
和
７
年
度 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

◆
県
市
補
助
（
所
得
制
限
な
し
）

▪内
〈
補
助
額
〉工
事
に
要
す
る
経
費（
税
込
み
）

の
20
％
（
最
大
24
万
円
。
世
帯
構
成
な
ど

に
よ
り
別
枠
で
の
加
算
あ
り
）

▪対
条
件
を
満
た
す
５
万
円
以
上
の
家
屋
の
修

繕
・
補
修
・
増
築
工
事
な
ど

▪申
〈
募
集
期
間
〉
４
月
21
日
～
25
日
、
６
月

16
日
～
20
日

　
　
〈
申
請
場
所
〉
市
役
所
９
階
９
０
１
会
議
室

◆
市
補
助
（
所
得
制
限
あ
り
）

▪内
〈
補
助
額
〉
工
事
に
要
す
る
経
費
（
消
費

税
込
み
）
の
50
％
（
最
大
20
万
円
）

▪対
条
件
を
満
た
す
５
万
円
以
上
の
修
繕
工

事
・
外
構
工
事
な
ど

ベ
ニ
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
一
部
運
休

▪時
・
▪内
４
月
20
日
㈰

　
　

 

午
前
９
時
山
形
駅
前
発
～
10
時
47
分
山
形

駅
着
の
中
心
市
街
地
エ
リ
ア

※ 

午
前
10
時
45
分
山
形
駅
発
か
ら
運
行
を
再
開
し
ま
す
。

※ 

東
部・西
部
エ
リ
ア
は
通
常
ど
お
り
運
行
し
ま
す
。

▪問
公
共
交
通
課
（
☎
内
線
９
２
６
）

春
季
消
防
演
習

▪時
４
月
20
日
㈰
午
前
９
時
20
分
～
11
時
40
分

▪所
本
町
・
七
日
町
・
市
役
所
前
大
通
り　

※
午
前
９
時
～
10
時
40
分
は
、
東
北
電
力
前
交

差
点
か
ら
文
翔
館
前
丁
字
路
ま
で
通
行
止
め

と
な
り
ま
す
。

▪問
消
防
本
部
総
務
課
（
☎
６
３
４－

１
１
９
９
）

タ
ヌ
キ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
捕
獲
費
補
助

▪内
〈
補
助
額
〉
捕
獲
な
ど
を
有
害
鳥
獣
駆
除

業
者
に
依
頼
す
る
経
費
の
２
分
の
１
（
上

限
１
万
５
千
円
）

▪対
市
在
住
で
、
市
内
に
所
有
す
る
建
物
や
土

地
に
タ
ヌ
キ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
侵
入
す
る

被
害
を
受
け
て
い
る
方

▪申
４
月
１
日
か
ら
、
申
請
書
を
記
入
の
上
、

市
役
所
10
階
環
境
課
へ

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
環
境
課
（
☎
内
線
６
８
３
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
保
育
料
軽
減
補
助

▪内
【
教
育
扶
助
ま
た
は
就
学
援
助
を
受
給
し

て
い
る
世
帯
】

　
　
・ 

教
育
扶
助
を
受
給
し
て
い
る
世
帯
…
児

童
１
人
に
つ
き
上
限
１
万
円
（
月
額
）

　
　
・ 

就
学
援
助
を
受
給
し
て
い
る
世
帯
…
児

童
１
人
に
つ
き
上
限
７
千
円
（
月
額
）

　
　

 【
兄
弟
姉
妹
で
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
同

時
に
利
用
中
で
、
世
帯
の
市
民
税
所
得
割

額
の
合
計
が
30
万
１
千
円
未
満
の
世
帯
】

　
　
・ 

第
２
子
…
児
童
１
人
に
つ
き
上
限
５
千

円
（
月
額
）

　
　
・ 

第
３
子
以
降
…
児
童
１
人
に
つ
き
上
限

１
万
円
（
月
額
）

▪申
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ

※
ク
ラ
ブ
を
同
時
に
利
用
し
て
い
る
児
童
の
う

ち
、
最
年
長
児
か
ら
第
１
子
と
数
え
ま
す
。

▪問
こ
ど
も
未
来
課
（
☎
内
線
５
７
７
）

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
16



一
時
保
育
（
緊
急
保
育
）
の
利
用
料
助
成

▪対
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
一
時
保
育
（
緊
急

保
育
）
を
利
用
し
て
い
る
園
児
の
う
ち
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
（
無
償

化
対
象
児
を
除
く
）

　
　
・
生
活
保
護
受
給
世
帯 

　
　
・
市
民
税
非
課
税
世
帯 

　
　
・ 

市
民
税
所
得
割
課
税
合
算
額
が

７
７
１
０
１
円
未
満
の
世
帯 

　
　
・
要
支
援
世
帯

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
保
育
育
成
課
（
☎
内
線
４
６
０
）

高
齢
者
鍼し

ん
き
ゅ
う灸マ

ッ
サ
ー
ジ
な
ど
施
術
費

の
一
部
助
成

▪時
４
月
１
日
㈫
～

▪内
〈
助
成
額
〉
１
回
施
術
当
た
り
８
０
０
円

（
上
限
12
回
）

▪対
70
歳
以
上
の
方

▪申
対
象
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転

免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
を
持
参
の
上
、

福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
２
階
長
寿

支
援
課
、
各
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
へ

※
助
成
券
の
即
日
交
付
は
、
福
祉
文
化
セ
ン
タ

ー
で
申
請
し
た
場
合
の
み
。
そ
の
他
の
場
所

で
申
請
し
た
場
合
は
、
後
日
郵
送
で
交
付
。

※
助
成
券
の
利
用
は
、
市
内
の
指
定
施
術
所
に

限
り
ま
す
。

▪問
福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
２－

５
１
８
１
）

高
齢
者
外
出
支
援
事
業

▪所
山
交
ビ
ル
１
階
山
交
バ
ス
案
内
セ
ン
タ
ー

▪内
山
交
バ
ス
が
販
売
す
る
「
山
形
シ
ル
バ
ー

３
カ
月
定
期
券
」
の
購
入
支
援

　
　
〈
自
己
負
担
額
〉
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の

方
９
千
円
。
75
歳
以
上
の
方
６
千
円
。

※
70
歳
以
上
の
方
で
自
動
車
運
転
免
許
証
を
自

主
返
納
し
た
方
は
自
己
負
担
額
な
し
（
返
納

後
最
初
の
購
入
日
か
ら
１
年
間
４
回
ま
で
）。

▪持
身
分
証
明
書
、
自
己
負
担
額

※
新
規
購
入
時
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
デ
ポ
ジ
ッ

ト
（
預
か
り
保
証
金
）
と
し
て
５
０
０
円
が

別
途
必
要
で
す
。

※
山
形
市
内
の
区
間
は
乗
り
放
題
と
な
り
ま
す
。

▪問
長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
５
６
６
）

障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
・
福
祉
給

油
券
の
交
付

▪内
次
の
い
ず
れ
か
の
助
成
券
を
交
付

　
　

 

普
通
タ
ク
シ
ー
券
（
年
間
24
枚
、
視
覚
障

が
い
の
個
別
等
級
が
１
級
の
方
は
年
間
36

枚
）、
リ
フ
ト
付
き
タ
ク
シ
ー
券
（
年
間

24
枚
）、
福
祉
給
油
券
（
年
間
12
枚
）

▪対
市
在
住
で
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
～
３

級
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
が
い
者
保
健

福
祉
手
帳
１
～
３
級
の
い
ず
れ
か
を
所
持

し
て
い
る
方
（
リ
フ
ト
付
き
タ
ク
シ
ー
券

の
場
合
、
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
障
が

い
の
個
別
等
級
１・
２
級
の
身
体
障
が
い

者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
方
）

▪持
所
有
す
る
全
て
の
障
が
い
者
手
帳（
原
本
）

▪申
市
役
所
２
階
特
設
窓
口
（
４
月
７
日
か
ら

は
市
役
所
２
階
障
が
い
福
祉
課
26
番
窓
口
）、

ま
た
は
次
の
市
委
託
相
談
支
援
事
業
所
へ

　
　

 

・ 

山
形
コ
ロ
ニ
ー
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
桜
田
南
☎
６
４
１－

２
６
２
６
）

　
　

 

・ 

向
陽
園
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
心
音

（
江
俣
☎
６
７
９－

３
２
４
４
）

　
　

 

・ 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
お
ー
る
（
城

南
町
☎
６
４
７－
４
２
６
６
）

　
　

 

・ 

市
社
会
福
祉
協
議
会
障
が
い
者
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
（
城
西
町
☎
６
４
６－

５
６
６
０
）

　
　

 

・ 

相
談
支
援
事
業
所
ま
ん
さ
く
（
蔵
王
半

郷
☎
６
８
８－

３
５
３
１
）

　
　

 

・ 

ゆ
あ
ー
ず
（
宮
町
☎
６
６
６－

８
３
８
１
）

募　
集

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
へ
の
外
出
支
援

▪内
〈
支
援
内
容
〉
①
山
交
バ
ス
で
販
売
す
る

「
山
形
市
シ
ル
バ
ー
３
カ
月
定
期
券
」（
１

年
間
分
、
１
回
限
り
）
ま
た
は
②
タ
ク
シ

ー
券
（
２
万
円
分
。
１
回
限
り
。）

▪対
① 

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
、
定
期
券

の
使
用
開
始
日
時
点
で
70
歳
以
上
の
方

　
　
② 

１
年
以
内
に
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
た
70
歳
以
上
の
方

企
業
・
事
業
所
へ
の
研
修
講
師
の
派
遣

▪内
〈
募
集
内
容
〉
女
性
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
、
男
性
社

員
の
育
児
休
業
促
進
な
ど
の
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
内
容
で
、
５
月
下
旬
～
令
和

８
年
２
月
末
の
期
間
に
実
施
す
る
研
修
会

▪対
市
内
の
企
業
・
事
業
所
先
着
10
社

▪申
４
月
１
日
か
ら

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
５－

８
０
７
７
）

※
４
月
１
日
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。
高
齢
者
移

送
サ
ー
ビ
ス
利
用
券
と
重
複
し
て
の
交
付
は

で
き
ま
せ
ん
。

▪問
障
が
い
福
祉
課
（
☎
内
線
５
４
９
）

▪持
① 

運
転
経
歴
証
明
書
ま
た
は
運
転
免
許
証

の
取
消
通
知
書
、
身
分
証
明
書
を
持
参

の
上
、
山
交
ビ
ル
１
階
山
交
バ
ス
案
内

セ
ン
タ
ー
へ

　
　
② 

運
転
免
許
証
の
取
消
通
知
書
を
持
参
の
上
、

市
役
所
２
階
長
寿
支
援
課
28
番
窓
口
へ

※
②
を
選
ん
だ
場
合
、
山
形
市
シ
ル
バ
ー
３
カ

月
定
期
券（
自
己
負
担
額
あ
り
）と
併
用
可
。

▪問
長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
５
６
６
）

山形市からのお知らせ
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ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
市
内
の
小
・
中
学
校
で
、
一
人
一
人
の
子
ど
も

へ
の
き
め
細
や
か
な
指
導
支
援
や
各
学
校
で
の
諸

活
動
へ
の
支
援
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。
主
な
活

動
は
、
個
に
応
じ
た
学
習
指
導
支
援
や
小
学
校
外

国
語
活
動
・
外
国
語
の
学
習
指
導
支
援
で
す
。
勤

務
日
、
時
間
な
ど
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▪問
学
校
教
育
課
（
☎
内
線
６
１
４
）

フ
ァ
ー
ラ
市
民
企
画
講
座
募
集 

　
市
民
団
体
が
実
施
す
る
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
に
役
立
つ
内
容
の
講
座
事
業
に
対
し
、

事
業
経
費
を
支
援
し
ま
す
。

▪対
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
意
思
を
有
し
、

代
表
者
が
市
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
い
ず
れ

か
で
、
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
市
民
団
体

▪申
４
月
１
日
か
ら

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
５－

８
０
７
７
）

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

▪内
〈
募
集
住
宅
〉 【
一
般
用
・
優
遇
措
置
あ
り
】

五
十
鈴
・
南
山
形
・
馬
見
ケ
崎
・
桧
町
・
深

町
・
き
た
ま
ち
・
あ
た
ご
ア
パ
ー
ト
、
飯
塚

住
宅
【
身
体
障
が
い
者
用
】
東
山
ア
パ
ー
ト

【
高
齢
・
障
が
い
者
用
】
飯
塚
住
宅

▪申
４
月
７
日
～
11
日
に
、
県
住
宅
供
給
公
社

村
山
地
域
管
理
事
務
所
へ

※
詳
し
く
は
、
県
住
宅
供
給
公
社
村
山
地
域
管

理
事
務
所
（
☎
６
４
７－

０
７
８
１
）
へ
。

▪問
住
宅
政
策
課
（
☎
内
線
４
７
３
）

農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
者
募
集

　
市
内
農
家
さ
ん
の
農
作
業
を
有
償
で
お
手
伝

い
す
る
制
度
で
す
。
主
に
野
菜
、
果
樹
、
花
き

な
ど
の
栽
培
管
理
や
収
穫
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
に
登
録
し
た
場
合
、
農
作
業
依

頼
の
情
報
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
作
業
内
容
や
作

業
時
間
な
ど
は
全
て
お
互
い
の
話
し
合
い
で
決

め
ま
す
。

▪申
４
月
10
日
か
ら
、
電
話
で
市
農
業
振
興
公

社
へ

▪問
農
業
振
興
公
社
（
☎
６
４
４－

１
６
２
２
）

市
民
合
同
音
楽
祭
で
演
奏
す
る
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
の
子
供
ピ
ア
ニ
ス
ト
募
集

▪時
12
月
14
日
㈰
午
後
２
時
～

▪所
市
民
会
館

▪内
〈
曲
目
〉
小
さ
な
手
の
た
め
の
協
奏
曲 

　
　
服
部
公
一
作
曲

【
ピ
ア
ニ
ス
ト
募
集
】

▪時
〈
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
日
〉
６
月
21
日
㈯

▪対
小
・
中
学
生 

３
人

▪申
５
月
15
日
ま
で
に
電
話
で
市
民
会
館
へ

▪問
市
民
会
館
（
☎
６
４
２－

３
１
２
１
）

○谷
長
谷
川
家
所
蔵
「
五
月
人
形
展
」

▪時
４
月
16
日
㈬
～
５
月
27
日
㈫
午
前
10
時
～

午
後
６
時（
５
月
27
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

▪所
山
形
ま
る
ご
と
館 

紅
の
蔵
街
な
か
情
報
館

▪問
山
形
ま
る
ご
と
館 

紅
の
蔵
（
☎
６
７
９－

５
１
０
１
）

市
立
図
書
館
の
催
し

▪問
☎
６
２
４－

０
８
２
２

◆
お
は
な
し
の
広
場

▪時
４
月
13
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
11
時

▪内
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
春
、
ら

ん
ま
ん
」
を
テ
ー
マ
に
読
み
聞
か
せ

▪対
３
歳
～
小
学
生
先
着
30
人

◆
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ラ
ス
ト
の
し
お
り
作
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

▪時
４
月
20
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
正
午

▪講
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
竹
永
絵
里
氏

▪対
小
学
生
～
高
校
生
と
そ
の
保
護
者
10
組

▪持
ペ
ン
・
色
鉛
筆
・
消
し
ゴ
ム
な
ど
の
文
房
具

▪申
４
月
１
日
～
15
日
に
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
２
４－

０
８
２
３
）、
Ｅ
メ
ー
ル
（tosho

　
　

kan@
city.yam

agata-yam
agata.

lg.jp

）の
い
ず
れ
か
で
市
立
図
書
館
へ（
直

接
の
申
し
込
み
も
可
）

イ
ベ
ン
ト

ミ
ス
花
笠
募
集

▪内
〈
応
募
資
格
〉県
内
に
住
む
18
歳
以
上（
高

校
生
不
可
）
の
健
康
で
明
朗
な
方
（
令
和

７
年
度
他
の
団
体
が
主
催
す
る
ミ
ス
な
ど

に
な
っ
て
い
な
い
方
）
で
、
令
和
８
年
度

の
山
形
花
笠
ま
つ
り
ま
で
観
光
Ｐ
Ｒ
の
活

動
が
可
能
な
方

▪申
４
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
県
花
笠
協

議
会
事
務
局
へ

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
県
花
笠
協
議
会

事
務
局
（
☎
６
４
２－

８
７
５
３
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
山
形
花

笠
ま
つ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
観
光
戦
略
課
（
☎
内
線
４
２
４
）

ド
キ
ュ
山
ユ
ー
ス
メ
ン
バ
ー
募
集
中
！

▪内
山
形
の
映
画
文
化
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
の
魅
力
を
広
め
る
た
め
の
上
映
会
開

催
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

▪対
高
校
生

※
詳
し
く
は
、
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
祭
事
務
局（
☎
６
６
６－

４
４
８
０
）へ
。

▪問
文
化
創
造
都
市
課
（
☎
内
線
７
６
９
）

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
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「
ド
キ
ュ
山
ユ
ー
ス
」
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
・

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
上
映
会

▪時
４
月
13
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

▪所
や
ま
が
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
Ｑ
１ 
２
階
シ
ア
タ
ー
ス
ペ
ー
ス

▪内
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
家
族
写
真
』

（
１
９
８
９
年
／
60
分
）
の
フ
ィ
ル
ム
上
映
、

高
校
生
を
対
象
に
し
た
感
想
会

※
詳
し
く
は
、
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
文
化
創
造
都
市
課
（
☎
内
線
７
６
９
）

ぶ
ら
ぽ
倶
楽
部
２
０
２
５

〝
ぶ
ら
っ
〟
と
散
歩
し
な
が
ら
街
・
探
険

▪時
・▪▪所
・▪▪内
〈
第
１
回
〉
４
月
19
日
㈯
・
霞

城
公
園
東
大
手
門
前
（
集
合
）
～
ほ
っ
と

な
る
広
場
公
園
（
解
散
）・「
山
形
城
か
ら

商
人
町
へ
」〈
第
２
回
〉
５
月
17
日
㈯
ほ

っ
と
な
る
広
場
公
園
（
集
合・解
散
）・「
江

戸
寺
町
か
ら
明
治
の
道
を
た
ど
る
」〈
第

３
回
〉
６
月
21
日
㈯・市
役
所
前
（
集
合
）

～
ほ
っ
と
な
る
広
場
公
園
（
解
散
）・「
蔵

と
レ
ト
ロ
建
築
を
め
ぐ
る
」

※
い
ず
れ
も
午
前
９
時
出
発
。

▪費
各
回
１
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▪問
観
光
案
内
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
７－

２
２
６
６
）

「
ふ
た
ば
農
園
」
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
大

根
を
作
ろ
う

▪時
〈
開
園
式
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
定
植
〉
４
月

26
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▪所
元
双
葉
小
学
校
（
大
字
門
伝
）

▪内
双
葉
地
区
で
の
農
業
体
験
（
種
ま
き
・
管

理
・
収
穫
・
加
工
）

▪対
約
８
回
の
体
験
作
業
に
参
加
可
能
な
方
先

着
10
人

▪費
３
千
円
（
材
料
代
、
保
険
料
、
３
回
の
そ

ば
昼
食
代
）

▪申
４
月
４
日
か
ら
、
電
話
で
元
双
葉
小
学
校

管
理
委
員
会
（
☎
０
８
０－

２
８
３
０－

２
８
６
０
）
へ
（
受
け
付
け
は
午
前
９
時

～
午
後
１
時
）

▪問
企
画
調
整
課
（
☎
内
線
２
２
１
）

市
民
の
茶
会

▪時
４
月
19
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
１

時
間
ご
と
に
１
席
）

▪所
清
風
荘
茶
室
「
宝
紅
庵
」

▪講
表
千
家 

服
部
宗
玲
氏

▪対
各
回
先
着
20
人

▪費
一
服
８
０
０
円
（
菓
子
付
き
）

▪申
４
月
18
日
ま
で
に
、
電
話
で
清
風
荘
へ

▪問
清
風
荘
（
☎
６
２
２－

３
６
９
２
）

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ

ー
イ
ン
グ

▪時
４
月
29
日
（
火
・
祝
）
午
後
２
時
～

▪所
道
の
駅
や
ま
が
た
蔵
王
樹
氷
ホ
ー
ル

▪内
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
VS
カ
タ
ー
レ
富
山

▪問
道
の
駅
や
ま
が
た
蔵
王
（
☎
６
７
６－

６
８
６
８
）

親
子
ふ
れ
あ
い
自
然
体
験

▪時
①
５
月
10
日
㈯
②
５
月
24
日
㈯
午
前
９
時

～
午
後
３
時

▪所
少
年
自
然
の
家
と
そ
の
周
辺

▪内
親
子
で
魚
つ
り
や
炊
飯
活
動
を
行
う

▪対
市
内
小
学
１
～
３
年
生
と
そ
の
保
護
者
各

日
10
組
程
度
（
抽
選
）

▪費
１
人
６
０
０
円
程
度

▪持
野
外
活
動
に
適
し
た
服
装
、
雨
具
、
軍
手

▪申
４
月
１
日
～
①
は
20
日
、
②
は
29
日
ま
で
に
、

少
年
自
然
の
家
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
電
話
で
少
年
自
然
の
家
へ

▪問
少
年
自
然
の
家
（
☎
６
４
３－

８
５
３
３
）

教
室・講
座

き
の
こ
（
ナ
メ
コ
・
シ
イ
タ
ケ
）
植
菌
体
験

▪時
４
月
20
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

▪対
先
着
20
人

▪費
１
５
０
０
円
（
材
料
代
・
入
園
料
込
み
。

高
校
生
以
下
１
２
０
０
円
）

▪申
４
月
６
日
か
ら
、
電
話
で
野
草
園
へ

▪問
野
草
園
（
☎
６
３
４－

４
１
２
０
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー

▪時
５
月
11
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
４
時

▪所
少
年
自
然
の
家
と
そ
の
周
辺

▪内
子
ど
も
た
ち
が
行
う
自
然
体
験
活
動
や
炊

飯
活
動
を
体
験

▪対
大
学
生
・
大
学
院
生

▪費
１
人
６
０
０
円
程
度

▪持
野
外
活
動
に
適
し
た
服
装
、
雨
具
、
軍
手

▪申
４
月
１
日
～
23
日
に
、
少
年
自
然
の
家
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
少

年
自
然
の
家
へ

※
希
望
者
に
は
タ
ク
シ
ー
で
の
送
迎
あ
り
。

▪問
少
年
自
然
の
家
（
☎
６
４
３－

８
５
３
３
）

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

▪時
４
月
27
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

▪所
西
消
防
署
多
目
的
ホ
ー
ル
（
西
崎
）

▪内
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
含
め
た
成
人
を
対

象
と
し
た
心
肺
蘇
生
法（
修
了
証
を
発
行
）

▪対
先
着
40
人
程
度

▪申
４
月
１
日
か
ら
、
電
子
申
請
ま
た
は
電
話

で
救
急
救
命
課
へ

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

▪問
消
防
本
部
救
急
救
命
課
（
☎
６
３
４－

１
１
９
３
）

山形市からのお知らせ
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社
会
福
祉
協
議
会
の
講
座

▪問
☎
６
４
５－

９
２
３
３

◆
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座 

▪時
５
月
７
日
㈬
～
令
和
８
年
３
月
11
日
㈬
の

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

▪所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
研
修
室
１

▪内
聴
覚
障
が
い
者
の
理
解
、
手
話
の
学
習

▪対
８
割
以
上
参
加
可
能
な
方
で
、
市
在
住
の

初
め
て
手
話
を
学
ぶ
方
25
人
（
抽
選
）

▪費
４
２
９
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）、
ク
ラ
ウ

ド
登
録
料
１
７
５
０
円
（
任
意
）

▪申
４
月
25
日
午
後
５
時
ま
で
に
、

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で

◆
第
39
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
傾
聴
講
座

▪時
６
月
４
日
㈬
～
７
月
30
日
㈬
の
毎
週
水
曜

日
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▪所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▪対
全
て
参
加
可
能
な
方
先
着
20
人

▪費
３
５
０
円
（
保
険
料
）

▪申
５
月
16
日
午
後
５
時
ま
で
に
、

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で

福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
の
講
座

▪問
☎
６
４
２－

５
１
８
１

　
　

６
２
５－

２
１
５
０

　
　
Ｅ
メ
ー
ル　

 fukubunsen@
city.yam

a

　
　
　
　
　
　
　

gata-yam
agata.lg.jp

　
　
〒
９
９
０－

０
０
２
１
小
白
川
町
２－

３－

47

①「
ゆ
る
～
く
楽
し
い
は
つ
ら
つ
体
操
教
室
」（
全
４
回
）

▪時
５
月
13
日
～
６
月
３
日
の
毎
週
火
曜
日
午

前
10
時
～
正
午

▪内
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
飯

野
真
夕
氏
に
よ
る
転
倒
予
防
に
役
立
つ
基

礎
的
な
運
動

▪対
全
て
参
加
可
能
な
60
歳
以
上
の
方
先
着
30
人

▪費
84
円
（
保
険
料
）

②
小
白
川
や
す
ら
ぎ
荘 

古
典
文
学
に
親
し
む

『
う
た
た
ね
』（
全
９
回
）

▪時
５
月
22
日
～
10
月
30
日
の
木
曜
日
午
前
10

時
～
正
午

▪内
阿
仏
尼
作
『
う
た
た
ね
』
の
解
説
と
朗
読

▪対
60
歳
以
上
の
方
40
人
程
度
（
抽
選
）

▪費
１
７
７
０
円
（
書
籍
代
）

▪持
書
籍
『
笠
間
書
院 

う
た
ゝ
ね 

竹
む
き
が

記
』

③
言
語
機
能
回
復
訓
練
教
室
（
全
８
回
）

▪時
５
月
～
12
月
の
毎
月
第
１
土
曜
日
（
５
月
は

第
２
土
曜
日
）
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分 

▪対
言
語
機
能
に
障
が
い
の
あ
る
身
体
障
が
い

者
手
帳
の
所
持
者
先
着
10
人

④
運
動
機
能
回
復
訓
練
教
室
（
全
10
回
）

▪時
５
月
～
令
和
８
年
２
月
の
毎
月
第
３
土
曜

日
午
前
10
時
～
正
午

▪内
理
学
療
法
士
の
指
導
を
受
け
て
身
体
機
能

を
維
持
・
強
化
す
る
た
め
の
運
動
を
行
う

▪対
運
動
機
能
に
障
が
い
の
あ
る
身
体
障
が
い

者
手
帳
の
所
持
者
15
人
（
抽
選
）

▪費
２
１
０
円
（
保
険
料
）

※
▪申
①
は
４
月
９
日
午
前
９
時
か
ら
、
電
話

で
福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
へ

　
４
月
１
日
か
ら
、
②
は
18
日
（
必
着
）、
③

は
30
日
（
必
着
）、
④
は
23
日
（
必
着
）
ま

で
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

教
室
・
講
座
名
、
障
が
い
名
を
記
入
の
上
、

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
は
が
き
の
い

ず
れ
か
で
福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
（
②
は
書

籍
購
入
の
有
無
も
。直
接
の
申
し
込
み
も
可
）

滝
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▪問
☎
６
２
２－

３
４
０
１

◆
瀧
山
三
百
坊
見
学
～
大
山
桜
観
桜
と
慈
覚
大

師
御
堂
へ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
～

▪時
４
月
22
日
㈫
午
前
９
時
～
11
時
50
分

▪講
滝
山
郷
土
史
研
究
会

▪対
先
着
30
人

▪申
４
月
１
日
～
11
日
に
、
電
話
で
滝
山
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

本
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▪問
☎
６
８
８－

２
３
１
０

◆
「
城
山
」
山
開
き

▪時
４
月
13
日
㈰
午
前
９
時
～
10
時
頃

▪所
長
谷
堂
城
址
公
園
八
幡
崎
口
広
場

▪内
安
全
祈
願
祭
、
長
谷
堂
城
山
太
鼓
演
奏
、

愛
の
武
将
隊
演
武

▪申
ガ
イ
ド
付
き
で
の
登
山
を
希
望
の
場
合
の

み
４
月
４
日
ま
で
に
、
電
話
で
本
沢
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
催
し

カ
ブ
ト
ム
シ
の
育
て
方
教
室

▪時
４
月
19
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時

▪内
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
２
匹
を
配
布
、
育
て

方
の
説
明

▪対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
15
組

▪費
１
組
千
円
（
材
料
代
、
入
園
料
）

▪申
４
月
６
日
か
ら
、
電
話
で
野
草
園
へ

▪問
野
草
園
（
☎
６
３
４－

４
１
２
０
）

名
曲
か
ら
学
ぶ
韓
国
語

▪時
４
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３
時
50
分

▪所
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

▪対
先
着
20
人

▪申
４
月
１
日
か
ら
、
電
話
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

▪問
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
３
７－

２
２
７
５
）

あ
な
た
の
や
る
気
応
援
企
画 

初
心
者

の
た
め
の
ふ
ら
っ
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
教
室

▪時
４
月
25
日
㈮
午
後
６
時
～
７
時
30
分

▪所
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

▪対
先
着
８
人

▪申
４
月
23
日
ま
で
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
４
７－

２
２
６
１
）、Ｅ
メ
ー
ル（center@

yam
agata-npo.jp

）
の
い
ず
れ
か
で
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

▪問
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
７－
２
２
６
０
）

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
こ
れ
ま
で
も
市
内
の
桜
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
は
穴
場
的
な
と
こ
ろ
を
２
カ
所
取
り
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、長
谷
堂
城
跡
の
大
枝
垂
れ
桜
で
す
。
長
谷
堂
城
の
山
頂
近
く
、

春
日
神
社
に
は
４
本
の
見
事
な
枝
垂
れ
桜
が
あ
り
ま
す
。
う
ち
、
３
本

は
樹
齢
２
０
０
年
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
下
の
山
道
か
ら
見
上

げ
る
と
本
当
に
見
事
な
も
の
で
す
。
長
谷
堂
城
と
い
え
ば
、
秋
の
彼
岸

花
が
有
名
で
す
が
、
春
の
桜
も
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
長
谷
堂
城
の
御
城
印
も
販
売
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
桜
見
物

の
つ
い
で
に
ぜ
ひ
お
求
め
く
だ
さ
い
。

　
次
に
、
南
山
形
地
区
松
原
に
あ
る
愛
染
神
社
の
桜
で
す
。
Ｊ
Ｒ
蔵
王

駅
か
ら
南
へ
約
１
㎞
の
小
高
い
丘
の
上
に
愛
染
神
社
の
小
祠
が
あ
り
、

そ
の
そ
ば
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
桜
の
老
木
が
市
指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
樹
齢
は
推
定
６
５
０
年
。

桜
の
花
が
咲
く
頃
に
、
苗
代
に
種
を
ま

く
時
期
と
さ
れ
た
の
で
、
種
ま
き
桜
と

も
称
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
所
は
山
形

－

上
山
を
結
ぶ
街
道
沿
い
で
も
あ
り
、
行

き
交
う
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
き
ま
し
た
。

悠
久
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
山
形
市
南
部
の
桜
ス
ポ
ッ
ト

を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
ま
た
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
のや
ま

た
が

自慢

「
市
内
の
桜
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
！
」

山
形
市
長

山形市コミュニティファンド　
ホームページ▶

チャレンジ

市民
活動

�問 公民連携室　☎内線223

山形市コミュニティファンド
補助事業を募集します！

　山形市コミュニティファンド（市民活動支援基金）
は、市民や企業、団体の皆さんからの善意による寄
付を原資とした地域課題解決のための補助金制度で
す。補助金は市民活動団体などの公益活動に役立て
られています。令和７年度も事業提案を募集します。
市民活動にチャレンジしてみませんか？

 【主な補助メニュー】 
※［　］内は１事業あたり補助上限額

 1分野補助  ［10～30万円］
特定の分野・個別ファンドのテーマに合致し
た事業を補助します。

 2一般補助  ［30万円］
分野は自由で、公益性の高い新規事業を補助
します。
※ いずれも、評議委員会での書類審査と事業

説明などで審査され選定されます。
【募集期間】４月１日～30日

　募集内容など詳しくは、市コミュニティファンド
ホームページの「募集要項」へ（４月初旬掲載予定）。

やまがたQ1 かわら版

やまがたクリエイティブシティセンターQ1
本町1-5-19（第一小学校旧校舎）
開館：午前9時～午後10時　休館：年末年始
　 615-8099　Eメール : hello@qichi.jp

最新情報はQ1ホームページへ

メールで読める
Q1ニュースレター

登録はこちら

プロに学ぶ映像制作で
新たなムーブメントを生み出す
　Q1が運営する「ROOTS & School」では、ユネスコ創造
都市ネットワークに映画分野で加盟する山形市から新たな
ムーブメントを生み出すべく、動画の撮影・編集技術に特化
した特別授業を開講しています。プロのクリエイターから映
像のイロハを学びながら、自ら撮影・編集も行う実践的な授
業で、受講生が思い思いに自由に発信できるスキルを習得
できます。昨年10月・12月に開 講した［入門編］に続き、
2025年も開講予定です。ぜひご参加ください！

vol.04

長谷堂城跡の大枝垂れ桜
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帯状疱
ほう

疹
しん

ワクチン接種が始まります
　４月１日から、帯状疱疹ワクチンが定期接種の対
象になります。

�内　  〈助成額〉
　・組換えワクチン１回当たり…11,000円
　・生ワクチン…4,400円

�対　 ・令和７年度に65歳になる方
　・ 60～64歳で、ヒト免疫不全ウイルスによる免

疫の機能の障がいがあり日常生活がほとんど不
可能な方（身体障がい者手帳１級相当）

　・ 令和７年度に70・75・80・85・90・95・100
歳になる方（令和11年度までの経過措置）

　・ 100歳以上の方（令和７年度のみ）
※ ご希望の方は、協力医療機関に予約の上接種して

ください。

�問　 精神保健・感染症対策室　☎616-7274

予 

防

前立腺がん検診
無料クーポン券を発送します
　４月上旬に、対象者の方へ無料クーポン券を発送
します。クーポン券を活用し検診を受診しましょう。

�対   前立腺がん検診…本年度61歳（昭和39年４月１
日～昭和40年３月31日生まれ）になる男性

※ 無料クーポン券の有効期限は令和８年１月31日
までです。

�問　 健康増進課　☎616-7272

検 

診

健 

康
休日や夜間の急病やけがなどに
休日夜間診療所・休日救急歯科診療所をご活用ください

※ １　 診察可能な人数を超える場合は、受付
時間を短縮することがあります。

�所 香澄町２-９-39（市民会館北隣）

○休日夜間診療所の診療時間（受付時間※1）
休日（日曜・祝日・年末年始※2） 夜間（毎日）

内　科
午前９時～11時45分、
午後１時30分～５時

午後７時～11時

小児科 午後７時30分～10時30分

外　科

○休日救急歯科診療所の受付時間
休日（日曜・祝日・年末年始※2）

歯　科 午前10時～正午、
午後１時30分～３時30分

※２　12月31日～翌年１月３日

健 

康
健康づくりボランティア
養成講座
　健康づくりのためにどんな食生活や運動が望まし
いかを学び、市民に広く普及していただくボランテ
ィアを募集します。
①食生活改善推進員養成講座

�時　 ５月～令和８年１月（全９回）
�所　 霞城セントラル３階視聴覚室ほか
�内　  食生活講話（メタボリックシンドロームや食育な

ど）と調理実習、医師講話など

�対　 先着40人
�費　 1,700円（テキスト代など）
�申　 電話で健康増進課（☎616-7273）へ
②運動普及推進員養成講座

�時　 ５月～令和８年１月（全８回）
�所　 霞城セントラル3階視聴覚室ほか
�内　  健康運動指導士による運動実技（ウオーキングや

ストレッチ体操など）、医師講話など

�対　 先着40人
�申　 電話で健康増進課（☎616-7271）へ
※ ①②とも講座終了後、各協議会に加入し、推進員

として地域での活動をお願いします。
※ ①②の講座（推進員）を兼ねることはできません。
※ ①②とも５月中旬に講座の事前説明会を予定して

います。

〈連絡先〉休日夜間診療所
　　　　　☎635-9955

休日救急歯科診療所
☎629-9988

�問 保健政策課　☎616-7260
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長
寿
の
た
め
の
食
事

　
日
本
人
は
長
寿
と
い
わ
れ
ま
す
。
令
和
５
（
２
０
２
３
）

年
の
厚
労
省
の
簡
易
生
命
表
に
よ
り
ま
す
と
、
男
性
は
81・

09
歳
、
女
性
は
87・14
歳
で
す
。
女
性
は
世
界
一
、
男
性

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
こ
の
よ
う
に
日
本
は
世
界
で
も

長
寿
国
で
す
が
、
最
初
か
ら
長
寿
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
の
平
均
寿
命
は
男
性

59・57
歳
、
女
性
62・97
歳
で
、
世
界
で
も
ま
だ
ま
だ
短
い

方
で
し
た
。
国
民
の
努
力
、
医
療
界
の
努
力
と
医
学
の
進

歩
、
政
府
・
自
治
体
の
制
度
の
充
実
と
公
的
な
施
策
な
ど

も
あ
っ
て
、１
９
６
０
年
代
に
は
欧
米
の
国
々
に
追
い
付
き
、

１
９
８
０
年
代
後
半
に
は
男
女
と
も
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
に
は
男
性

77・72
歳
、
女
性
84・60
歳
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
目
覚
ま
し
い
寿
命
の
延
伸
は
右
記
の
よ
う

に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
の
成
果
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
生
活

環
境
の
改
善
、
食
生
活
の
改
善
は
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
健
康
を
保
つ
た
め

の
食
事
と
し
て
は
、
朝
昼
晩
の
３
食
を
炭
水
化
物
、
た
ん

ぱ
く
質
、
脂
質
、
食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
取
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
特
定
の
食
品
の
み
を

食
事
で
取
る
の
で
は
な
く
、
い
ろ
ん
な
種
類
の
食
品
を
取

る
こ
と
が
良
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

長
寿
の
高
齢
者
は
お
肉
を
食
べ
て
い
る
と
の
報
告
も
あ

り
ま
す
（
長
寿
科
学
振
興
財
団
健
康
長
寿
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）。
高
齢
者
は
低
栄
養
に
な
り
、
感
染
症
へ
の
抵
抗

性
が
低
下
す
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
で
お

肉
を
食
べ
る
こ
と
は
と
て
も
い
い
こ
と
で
す
。
た
だ
、
お

肉
だ
け
を
食
べ
る
の
で
は
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
い
ろ
い

ろ
な
栄
養
素
を
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者

は
い
ろ
い
ろ
な
疾
患
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
年
齢
と
と
も
に
腎
臓
の
機
能
が
低
下
す
る
方
が

い
ま
す
。
お
肉
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
と
た
ん
ぱ
く
質
摂
取

が
多
く
な
り
、
腎
臓
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
ご
自
分
の

体
調
に
合
わ
せ
た
バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
事
を
考
え
る
に
は
、

か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
に
相
談
す
る
こ
と
も
い
い
こ

と
で
す
の
で
お
勧
め
し
ま
す
。

月 の 相 談４
市民相談
�問 市民相談課 ☎内線240・241

一般相談
月～金曜日 午前８時30分～午後５時15分
土地の利活用相談
月～金曜日 午前９時～午後４時
人権・困り事相談
８日㈫ 午後１時～４時
土地境界に関する相談
10日㈭ 午前10時～午後３時
行政書士相談
14日㈪ 午前９時～午後４時
行政に関する相談
15日㈫ 午前10時～午後３時
登記手続相談
16日㈬ 午前10時～午後３時
※29日（火・祝）を除く。
※ 予約不要・当日窓口へ。
※ 受付時間は終了時間の30分前まで
　（一般相談・土地の利活用相談を除く）。
司法書士相続登記相談
11日㈮・28日㈪ 午前10時～午後４時
※ 相談には事前の予約が必要です。

ふれあい総合相談
�問 社会福祉協議会 ☎645–8177

年金相談
８日㈫ 午後１時～４時

税金相談
９日㈬ 午後１時～４時

人権相談
17日㈭ 午後１時～４時

法律相談
金曜日 午後１時～４時
※ 当日正午から、電話（☎６４５–８０６１）で

予約を受け付けます。先着６人で、弁護
士との相談時間は25分です。

各種相談
企業の経営相談（売上増進支援センターY-biz）
中小企業者の売上増進や販路拡大を支援
します。
▶︎とき…月～金曜日 午前９時～午後５時
※29日（火・祝）を除く。
▶︎ところ…売上増進支援センターY-biz
▶︎問い合わせ…☎616–7900
※相談には事前の予約が必要です。

総合学習センター教育相談
▶︎とき… 月～金曜日 午前10時～午後４時
※29日（火・祝）を除く。
▶︎ところ…総合学習センター（電話相談も可）
▶︎問い合わせ…☎645–6182（直通）
※ 不登校や学校生活、子育てなどの悩み

相談をお受けします（受け付けは午後
３時30分まで）。

※ メール相談（soudan-y@ymgt.ed.jp）
も受け付けています。

少年相談（青少年指導センター）
▶︎とき…月～金曜日 午後１時～５時
※29日（火・祝）を除く。
▶︎ところ…青少年指導センター（来所相談も可）
▶︎問い合わせ…☎631–4425（直通）
※ メール相談は市ホームページで24時間

受け付け（返信は平日となります）。

障がい児療育相談（まんさくの丘）
▶︎とき…13日㈰ 午前10時～正午
▶︎ところ…まんさくの丘
▶︎問い合わせ…☎688–3540
※相談には事前の予約が必要です。

こども電話相談（こども家庭センター）
▶︎とき…月～金曜日 
　　　　午前８時30分～午後５時15分
※29日（火・祝）を除く。
▶︎ところ…こども家庭センター（来所相談も可）
▶︎問い合わせ…☎641–3636（直通）

外国人専門相談（国際交流センター）
▶︎とき…２日㈬・16日㈬ 午前11時～午後３時
▶︎ところ…国際交流センター
▶︎問い合わせ…☎647–2275
※ 相談言語…英語、中国語、韓国語（ベトナム語、

タガログ語、ポルトガル語、インドネシア語、
ネパール語での相談は要予約）。専門相談
では、在留資格、帰化、永住、婚姻、外国
からの呼び寄せなどの相談を受け付けます。

※ 県行政書士会と連携して実施しています。
※ 外国人専門相談以外の外国人の方の相

談は随時受け付けています。

消費生活相談
�問 消費生活センター ☎647–2211

消費生活・多重債務相談
火～日曜日 午前９時～午後５時
※ 29日（火・祝）を除く。

消費生活法律相談
24日㈭ 午後２時～４時
※ 事前に消費生活相談を受けた方が対象

です。

ファーラ相談室
�問 男女共同参画センター（ファーラ）
　　☎645–8077

カウンセラーによる一般相談
日曜日 午後２時～５時
月・水曜日 午後２時～７時
火・金曜日 午前９時～正午
木・土曜日 午前９時～午後1時
※29日（火・祝）を除く。
法律相談
９日㈬・16日㈬・23日㈬ 午後４時～６時
※４月１日から予約受け付け。
※１人につき年度内１回のみ。
助産師による女性の健康相談
  思春期から更年期までの女性の健康、体の
悩み、出産と育児などの相談をお受けします。
※各相談には事前の予約が必要です。
※予約受付は月～土曜日 
　午前９時～午後５時15分
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霞城観桜会
　山形城跡・霞城公園は、約1,500 本の
桜が咲き誇る市内随一の花見の名所です。
今年も優雅な桜のうたげが開催されます。
◆ 桜のライトアップ
　 桜の咲き始め～散り始め
　 午後６時～９時30分（公園内）
　 午後６時～10時（公園東側お堀沿い）

時

特集
・元気で活力のある選ばれるまちの実現を目指して
・４月から市の組織が変わります
・令和７年度当初予算

・危険な盛り土などを規制する取り組みを開始します
・山形市コミュニティサイクルの愛称「ベニちゃり」に決定

くらし

※その他のイベントについて
　詳しくは、市ホームページへ。

馬見ケ崎さくらライン ライトアップ

時

　桜のトンネルが鮮やかに浮かび上がり、
あでやかな空間をつくり出します。
　桜の咲き始め～散り始め
　午後６時30分～９時
   観光戦略課　☎内線424問

各イベントの開催時期など最新情報は
市ホームページをご確認ください。

コース内は普通車と二輪車のみ、大型車は走っ
ていません。オンライン学科教習を導入、ご自
宅で自由に受講できます。お客様のペースに合
わせて教習をサポート。ご自宅までドア to ドア
の送迎も好評！
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